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支庁再編会
期
を
１
日
延
ば
し
た
第
２
回
定
例
道
議
会
は
、
６
月
２８
日
未
明
、
現
在
の
１４
支
庁

を
「
９
総
合
振
興
局
・
５
振
興
局
」
に
再
編
す
る
「
道
総
合
振
興
局
設
置
条
例
」
を
与

党
（
自
民
党
・
公
明
党
）
多
数
の
力
で
強
行
可
決
し
た
。
道
本
部
は
次
の
よ
う
な
見
解

を
出
し
た
。（
見
解
全
文
は
、
道
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
６
月
３０
日
に
掲
載
）

北
海
道
は
、
現
在
の
１４
支

庁
体
制
と
な
っ
た
１
９
１
０

年（
明
治
４３
年
）か
ら
９８
年
、

歴
史
的
な
制
度
変
更
で
あ

る
。
６０
年
前
の
条
例
制
定
に

先
だ
っ
て
も
、
支
庁
所
管
区

域
を
「
９
支
庁
」
に
再
編
す

る
答
申
が
出
さ
れ
た
が
、
市

町
村
、
地
域
住
民
、
経
済
団

体
ば
か
り
か
道
庁
内
部
か
ら

も
強
い
反
発
が
起
こ
り
、
結

果
的
に
１４
支
庁
体
制
が
存
続

し
て
戦
後
北
海
道
の
自
治
体

制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
う

経
緯
が
あ
る
。

今
回
も
、
市
・
町
村
の
地

方
４
団
体
や
、
住
民
、
地
域

経
済
団
体
、
民
主
党
・
連
合

ば
か
り
か
、
与
党
議
員
の
一

部
か
ら
も
強
い
反
対
が
あ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
高
橋
知

事
と
自
民
党
は
、
こ
れ
を
押

し
切
っ
て
強
行
可
決
し
た
。

道
本
部
は
昨
年
、
北
海
道

に
お
け
る
『
新
し
い
自
治
の

姿
』
を
具
体
化
し
て
い
く
た

め
の
見
解
を
ま
と
め
、
ま
た

今
回
の
第
２
回
定
例
道
議
会

の
開
会
に
当
た
っ
て
も
、「
さ

ら
に
慎
重
な
検
討
と
現
在
の

支
庁
制
度
改
革
案
の
撤
回
を

求
め
る
」
と
の
考
え
を
明
ら

か
に
し
て
き
た
。

支
庁
制
度
改
革
は
、
堀
道

政
下
で
進
め
ら
れ
て
き
た

「
地
方
分
権
型
」
道
政
改
革

で
は
、
総
仕
上
げ
と
し
て
討

議
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ

た
。
地
方
分
権
改
革
の
先
駆

的
モ
デ
ル
と
し
て
、
全
国
的

に
も
高
い
評
価
を
受
け
た
こ

の
道
政
改
革
運
動
は
、
高
橋

道
政
下
で
歪
め
ら
れ
、
後
退

し
、
今
回
の
支
庁
制
度
再
編

の
強
行
で
、
つ
い
に
停
止
さ

せ
ら
れ
た
。

頓
挫
し
た
地
方
分
権
型
道

政
改
革
運
動
を
再
び
推
進
す

る
た
め
に
は
、
新
し
い
道

政
・
新
し
い
知
事
に
よ
る
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
だ
。

高
橋
道
政
に
は
、
も
は
や

「
地
方
分
権
」「
地
域
主
権
」

「
道
政
改
革
」
と
い
う
言
葉

を
語
る
資
格
は
な
い
。
道
本

部
は
、
今
回
の
支
庁
再
編
を

強
行
可
決
し
た
高
橋
知
事
と

自
民
党
に
対
し
て
強
く
抗
議

す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
、国
政
の
場
で
、条
例
施
行

の
条
件
と
さ
れ
た
道
議
選
挙

区
を
定
め
た
公
職
選
挙
法
改

正
に
反
対
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
場
合

は
、
所
属
の
組
合
で
Ｆ
Ａ
Ｘ

情
報
を
ご
確
認
下
さ
い
）

怒怒りりのの抗抗議議行行動動

数
の
力
で
強
行
可
決

道
本
部

高
橋
知
事
に
抗
議

「６．２５支庁制度改革案抗議行動」には、浦河町と江差町を中心に３００人が結集した
＝６月２５日、道庁前で抗議のシュプレヒコール

大
騒
ぎ
の
サ
ミ
ッ
ト
が
終
了
し
た
。

高
速
道
路
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
道
路
も

封
鎖
。
北
海
道
住
民
は
不
便
を
強
い
ら

れ
た
。
全
国
の
警
察
が
動
員
さ
れ
、
背

中
に
は
各
県
の
看
板
を
し
ょ
っ
て
る
。

留
守
の
間
、
地
元
は
大
丈
夫
だ
っ
た
の

か
？
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
は
い
か
に
�

値
上
げ
、
値
上
げ
、
値
上
げ
。
ど
れ

も
こ
れ
も
値
上
げ
だ
！
こ
れ
に
対
抗
す

る
の
は
「
賃
上
げ
」の
ほ
か
に
な
い
。政

府
も
こ
の
ま
ま
じ
ゃ「
無
策
」と
言
わ
れ

て
も
し
ょ
う
が
な
い
。
ど
こ
の
国
で
も

暴
動
や
ら
デ
モ
が
始
ま
っ
て
い
る
。
日

本
人
も
も
う
黙
っ
て
い
て
は
だ
め
だ
。

小
泉
政
権
の
改
革
は
、「
自
民
党

を
ぶ
っ
壊
す
」
で
は
な
く
、
日
本

社
会
を
壊
し
ま
し
た
。
秋
葉
原
の

事
件
を
正
当
化
し
ま
せ
ん
が
、
若

干
２５
歳
の
青
年
に
「
人
生
に
疲
れ

た
」
な
ど
と
言
わ
せ
、
未
来
に
展

望
を
持
て
な
く
さ
せ
た
の
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
「
弱
肉
強
食
」「
競

争
社
会
」
を
容
認
す
る
政
治
を
推

し
進
め
た
結
果
が
現
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
こ
ん
な
社
会
を
何
と
か
し
な

く
て
は
」
の
思
い
で
し
た
が
、
当

面
す
る
国
会
運
営
に
対
応
す
る
の

が
精
一
杯
だ
っ
た
よ
う
な
１１
カ
月

の
国
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

昨
年
の
選
挙
は
、
国
民
の
意
思

の
１
票
で
与
野
党
逆
転
を
果
た
し

ま
し
た
。「
ね
じ
れ
国
会
」
は
、
道

路
特
定
財
源
の
使
途
、
ガ
ソ
リ
ン

暫
定
税
率
、
防
衛
省
汚
職
問
題

と
、
今
ま
で
国
民
に
知
ら
さ
れ
て

い
な
い
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
道
路
特
定
財
源
、
暫
定
税

率
に
関
し
て
は
、
多
く
の
道
内
首

長
の
み
な
さ
ん
が
要
請
に
来
ま
し

た
。「
ご
承
知
の
よ
う
に
、
道
内
の

道
路
は
ま
だ
ま
だ
未
整
備
で
…
」

本
当
に
？
必
要
な
道
路
は
あ
る
と

は
思
う
け
れ
ど
、
医
療
や
介
護
や

教
育
へ
の
投
資
が
第
一
な
の
で

は
？
人
が
流
出
し
な
い
雇
用
の
場

が
必
要
な
の
で
は
？

ど
ん
な
町
づ
く
り
を
す
る
の

か
。
住
民
が
住
み
続
け
た
い
町
、

そ
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
行

動
に
出
て
良
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
国
会
と
い
う
場
か
ら
地

方
を
見
る
と
、
ま
さ
に
、
こ
れ
か

ら
地
方
の
声
と
行
動
で
国
を
動
か

す
、
そ
の
先
頭
に
立
ち
た
い
と
考

え
て
い
る
日
々
で
す
。

日
本
社
会
を
壊
し
た
小
泉
改
革

参
議
院
議
員

相
原
久
美
子

朔 風

財
政
再
建
に
関
す
る
要
請
�
道
が
回
答

「
夕
張
に
直
接
入
り
精
査
す
る
」

６
月
１２
日
、
道
に
提
出
し

た
「
夕
張
市
の
財
政
再
建
に

関
す
る
要
請
書
」
の
回
答
が

６
月
３０
日
に
出
さ
れ
、
回
答

を
受
け
て
の
交
渉
を
行
っ

た
。交

渉
に
は
道
本
部
・
杉
谷

副
委
員
長
、
石
上
自
治
体
政

策
部
長
、

夕
張
市
職

労
・
厚
谷

委
員
長
な

ど
が
参
加

し
た
。

夕
張
市

が
、
財
政

再
建
団
体

と
し
て
１

年
を
経
過

し
た
が
、

そ
の
中
で

多
く
の
課

題
が
明
ら

か
に
な
っ

て
い
る
。

具
体
的

に
職
員
・
職
場
の
状
況
を
説

明
し
、
北
海
道
に
理
解
を
求

め
た
。
多
く
の
議
論
は
、
適

正
な
職
員
数
を
確
保
す
る
と

い
う
課
題
に
集
中
し
、「
再
建

計
画
に
あ
る
定
数
８９
人
は
、

業
務
量
や
職
場
の
現
状
か
ら

無
理
が
あ
る
」、「
夕
張
市
が

必
要
と
考
え
る
職
員
数
は
約

１
４
０
人
で
あ
る
」
な
ど
に

つ
い
て
主
張
し
た
。

道
は
、「
職
員
数
に
つ
い
て

夕
張
市
に
直
接
入
っ
て
精
査

し
た
い
」
と
の
回
答
が
あ

り
、
今
後
も
継
続
し
て
話
し

合
い
を
続
け
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

今
後
は
、
総
務
省
と
の
対

応
を
中
央
本
部
に
求
め
、
再

建
計
画
自
体
の
見
直
し
を
図

る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
み

を
進
め
る
。

写真左が杉谷副委員長、右手前が道企画振興部地域行政局・河合局長、
右が夕張市職労・厚谷委員長

JICHIRO スケジュール
２００８年７月

１６日�水 全道野球大会開会式（大会～２０日、網走市）

１９日�土 介護集会・福祉人材確保公開シンポジューム

（札幌市）

２２日�火 道本部第２１回執行委員会（札幌市）

２５日�金 全道女子バレーボール大会開会式

（大会～２６日、札幌市）

２００８年８月

５日�火 道本部第２２回執行委員会（札幌市）
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道平和運動
フォーラム

６
月
２７
日
、
札
幌
市
内
で

第
９
回
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー

ラ
ム
総
会
が
開
か
れ
た
。

総
会
で
は
、
道
本
部
・
小

檜
山
政
治
部
長
が
「
プ
ル
サ

ー
マ
ル
計
画
」
反
対
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
発
言
し

た
。
今
後
、
道
や
国
へ
の
は

た
ら
き
か
け
の
強
化
や
、『
日

本
の
原
子
力
政
策
大
綱
』
に

対
す
る
「
再
検
討
す
べ
き
」

と
い
う
福
島
県
知
事
名
の
意

見
書
に
つ
い
て
述
べ
、
こ
れ

を
教
訓
化
し
て
い
く
べ
き
だ

と
話
し
た
。

道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
市
民
団
体
と
共
闘
し
連
携

を
深
め
、
反
核
・
平
和
・
人

権
の
運
動
を
行
っ
て
き
た

が
、新
た
な
組
織
拡
大
方
針

と
し
て
、市
民
団
体
の
加
盟
、

助
言
者
会
議
の
組
織
化
、個

人
会
員
制
度
を
確
立
す
る
た

め
の
３
号
議
案
を
承
認
し
、

幅
広
く
市
民
と
と
も
に
活
動

し
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
。

本
総
会
で
、
新
代
表
に
道

本
部
・
山
田
副
委
員
長
、
箱

山
富
美
子
さ
ん
（
藤
女
子
大

教
授
）、事
務
局
長
に
瀧
本
司

さ
ん
（
北
教
組
）、幹
事
に
杉

谷
副
委
員
長
が
選
出
さ
れ

た
。
川
口
事
務
局
長
（
自
治

労
）
は
退
任
し
た
。

山
田
新
代
表
は
「
平
和
を

守
り
、
平
和
憲
法
を
守
る
こ

と
伝
え
、
訴
え
て
行
こ
う
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
草
の
根
、

地
域
が
壊
さ
れ
る
。
自
立
心

を
持
っ
て
人
権
侵
害
、
諸
悪

の
根
源
と
闘
っ
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

総
会
の
閉
会
に
あ
た
っ

て
、
江
本
代
表
は
「
山
田
代

表
を
中
心
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。
戦
争
も
核
も
な
い
世

界
は
人
権
を
守
る
こ
と
だ
」

と
述
べ
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
運

動
が
な
け
れ
ば
日
本
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
わ
か
ら
な

い
。
反
対
す
る
も
の
が
い
て

権
力
の
暴
走
を
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
、
私
た
ち
の
運
動

は
や
め
る
わ
け
に
い
か
な

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

どうする!?

第
９
回
総
会
�
代
表
に
山
田
副
委
員
長

権権
力力
のの
暴暴
走走
止止
めめ
るる
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム

VVVVVVVVVVVVOOOOOOOOOOOOLLLLLLLLLLLL............333333333333

先
行
し
て
い
た
原
子
力
先

進
国
は
す
べ
て
高
速
増
殖
炉

開
発
か
ら
撤
退
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
軽
水
炉
に

比
べ
て
危
険
性
が
高
く
、
安

全
対
策
に
巨
額
を
要
し
、
核

拡
散
の
危
険
が
増
大
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

原
子
力
政
策
の

破
綻
を
隠
ぺ
い

高
速
増
殖
炉
推
進
政
策
の

破
綻
は
、
先
送
り
さ
れ
て
き

た
原
発
使
用
済
み
核
燃
料
処

分
問
題
を
に
わ
か
に
浮
上
さ

せ
ま
し
た
。
六
カ
所
再
処
理

工
場
の
あ
る
青
森
県
や
各
原

発
立
地
は
、
先
送
り
さ
れ
て

き
た
原
発
使
用
済
み
核
燃
料

の
将
来
を
危
惧
し
て
、
使
用

済
み
核
燃
料
の
受
け
入
れ
や

貯
蔵
量
の
増
加
を
忌
避
し
た

の
で
し
た
。

八
方
ふ
さ
が
り
の
事
態
を

打
開
す
る
に
は
、
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
の
新
た
な
使
い
道
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

プ
ル
サ
ー
マ
ル
だ
っ
た
の
で

す
。
プ
ル
サ
ー
マ
ル
が
長
年

放
置
さ
れ
、「
も
ん
じ
ゅ
」
事

故
後
、
突
如
あ
わ
た
だ
し
く

動
き
出
し
た
事
実
を
見
れ
ば

明
ら
か
で
す
。

国
は
、
高
速
増
殖
炉
に
変

わ
り
得
る
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の

必
要
性
を
説
く
必
要
に
迫
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
原
子

力
政
策
で
あ
る
高
速
増
殖
炉

を
中
心
と
す
る
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
計
画
破
綻
の
後
始
末
で

あ
る
「
余
剰
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

の
焼
却
」
や
負
の
遺
産
対
策

で
あ
る
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
量
の
低
減
」
で
は
到

底
納
得
出
来
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ま
や

か
し
の
「
資
源
有
効
利
用
」

を
持
ち
出
す
一
方
、「
プ
ル
サ

ー
マ
ル
は
使
用
済
み
ウ
ラ
ン

燃
料
の
総
合
的
管
理
策
の
一

環
」
な
ど
と
、
原
子
力
政
策

破
綻
を
隠
ぺ
い
す
る
た
め
に

再
処
理
政
策
の
一
環
で
あ
る

と
理
由
付
け
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

就任のあいさつをする山田代表委員（写真中央）＝６月２７日
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行行行行行行行行行行行行行行行行
動動動動動動動動動動動動動動動動

三
浦
委
員
長
が
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ

連
合
の
平
和
運
動
強
化
期

間
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
「
２

０
０
８
平
和
行
動
in
沖
縄
」

が
６
月
２１
日
～
２４
日
ま
で
開

か
れ
１
６
０
０
人
（
北
海
道

１４
人
）
が
参
加
し
た
。

２
日
間
の
独
自
学
習
を
終

え
、
２３
日
は
、
那
覇
市
民
会

館
で
開
か
れ
た
「
平
和
オ
キ

ナ
ワ
集
会
」
で
、
連
合
北
海

道
・
三
浦
副
会
長
（
道
本
部

委
員
長
）
が
、
平
和
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
し
て
、
北
海
道
の
反

戦
・
平
和
闘
争
の
取
り
組
み

を
報
告
し
た
。ま
た
、連
合
沖

縄
の
よ
り
、
次
の
平
和
行
動

の
地
、
連
合
広
島
に
ピ
ー
ス

フ
ラ
ッ
グ
が
手
渡
さ
れ
た
。

６
月
２３
日
は
、
６２
年
前
、

国
内
で
唯
一
の
地
上
戦
と
な

っ
た
沖
縄
戦
が
事
実
上
終
結

し
た
日
に
あ
た
る
。

２４
日
は
、
連
合
沖
縄
青
年

委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
ガ
イ
ド

に
よ
る
「
ぴ
ー
す
・
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
」
と
、
米
軍
基

地
の
整
理
縮
小
と
日
米
地
位

協
定
の
改
正
を
求
め
る
集
会

と
デ
モ
行
進
を
し
た
。

臨臨時時・・非非常常勤勤等等
連連絡絡会会議議

６
月
２８
日
、
自
治
労
会
館

で
、
道
本
部
臨
時
・
非
常
勤

等
職
員
連
絡
会
議
（
議
長
・

高
野
美
枝
子
）
第
１５
回
総

会
・
第
２４
回
全
道
交
流
集
会

を
開
き
、
２０
単
組
・
総
支
部

８７
人
が
参
加
し
た
。

総
会
で
は
、
経
過
報
告
、

０８
年
度
活
動
方
針
、
新
役
員

体
制
を
確
認
し
閉
会
し
た
。

交
流
集
会
で
は
、「
ワ
ー
キ

ン
グ
・
プ
ア
」
を
テ
ー
マ

に
、
春
原
雄
策
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
広
島
放
送
局
・
放
送
部
報

道
番
組
チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
）
が
講
演
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
、

大
き
な
反
響
を
よ
ん
だ
番

組
、「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
」の

作
成
に
あ
た
っ
た
春
原
さ
ん

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
材
の
中

で
感
じ
た
こ
と
を
話
し
た
。

「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の

問
題
は
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
や
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を

失
い
、
精
神
ま
で
壊
れ
て
い

く
。
働
く
と
い
う
こ
と
は
何

な
の
か
。
働
く
こ
と
の
価
値

や
意
義
を
社
会
が
な
い
が
し

ろ
に
し
て
き
た
」
と
述
べ
、

「
労
働
者
も
組
合
も
分
断
さ

れ
、
労
働
者
同
士
が
対
立
し

足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。
い

ろ
ん
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
あ

る
が
、
こ
の
社
会
を
何
と
か

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
枠
を
超
え
て
同
じ
よ
う

な
境
遇
の
人
が
声
を
上
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
話
し
た
。

春
原
さ
ん
自
身
も
、
マ
ス

コ
ミ
の
立
場
と
し
て
、
少
し

で
も
社
会
を
動
か
し
て
い
け

る
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
き

た
い
と
熱
く
語
っ
た
。

午
後
か
ら
は
、
５
つ
の
職

種
に
分
か
れ
活
発
な
議
論
を

行
い
、
高
野
議
長
の
ま
と
め

で
閉
会
し
た
。
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うううううううううううううう
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報告する三浦委員長、左は『ピースフラグ』

交流集会ではＮＨＫスペシャルの「ワーキング・プ
ア」が紹介された＝６月２８日、自治労会館

通
常
国
会
が
閉
会
し
ま
し
た
が
、「
ね
じ

れ
」
の
中
『
薬
害
肝
炎
救
済
法
』
な
ど
議

員
立
法
が
１７
本
も
成
立
す
る
国
会
で
し

た
。
そ
の
中
に
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解

決
促
進
法
」
が
あ
り
ま
す
。
９６
年
「
ら
い

予
防
法
」
の
廃
止
後
、
２
０
０
１
年
に
私

も
成
立
に
関
わ
っ
た
「
入
所
者
補
償
金
支

給
法
」
で
は
国
の
責
任
を
明
確
に
し
ま
し

た
。
し
か
し
入
所
者
の
方
た
ち
の
こ
れ
か

ら
の
生
活
や
、
依
然
と
し
て
残
る
差
別
問

題
な
ど
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
終
生
の
場

と
す
る
方
も
多
い
療
養
所
の
機
能
も
、
高

齢
化
に
よ
る
入
所
者
減
に
、縮
小
・
廃

止
も
囁
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
法

律
で
、
療
養
所
で
の
生
活
の
保
障
や

地
域
開
放
に
よ
る
住
民
と
の
交
流
、

退
所
者
の
社
会
復
帰
支
援
、名
誉
回
復
、死

没
者
の
追
悼
、親
族
へ
の
援
助
な
ど
明
記

さ
れ
ま
し
た
。
平
均
年
齢
８０
歳
の
方
た
ち

へ
、早
急
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
、

真
の
解
決
の
た
め
に

全国一般６
月
２６
日
自
治
労
全
国
一

般
評
議
会
・
福
岡
大
和
倉
労

分
会
の
労
使
紛
争
の
早
期
解

決
を
求
め
る
抗
議
集
会
が
行

わ
れ
た
。
集
会
に
は
、
自
治

労
道
本
部
、
全
道
庁
本
部
か

ら
も
参
加
し
た
。

自
治
労
全
国
一
般
評
議
会

の
福
岡
大
和
倉
庫
分
会
は
、

雪
印
乳
業
の
関
連
会
社
で
あ

る
メ
グ
ミ
ル
ク
（
元
は
雪
印

乳
業
の
牛
乳
部
門
）
と
の
労

使
紛
争
の
解
決
を
訴
え
、
札

幌
で
行
わ
れ
た
雪
印
乳
業
の

株
主
総
会
に
出
席
し
、
総
会

前
に
会
場
前
で
参
加
者
な
ど

に
早
期
解
決
を
訴
え
る
チ
ラ

シ
を
配
り
街
頭
宣
伝
し
た
。

梅
雨
の
東
京
出

張
、
コ
ン
ビ
ニ
で

ビ
ニ
ー
ル
傘
を
買

っ
た
。
今
ま
で
は

持
ち
帰
る
の
も
億

劫
で
、
宿
泊
先
の

部
屋
に
、
こ
っ
そ

り
置
き
去
り
に
し

て
い
た
。
日
本
に
お
け
る
傘

の
年
間
消
費
量
は
約
１
億
２

千
万
本
。
世
界
中
で
も
ダ
ン

ト
ツ
の
数
字
だ
と
か
。
そ
も

そ
も
、
繰
り
返
し
使
え
る
も

の
な
の
に
、
人
口
割
で
は
１

人
年
約
１
本
の
消
費
量
。
そ

っ
か
、
既
に
私
も
こ
の
数
字

に
貢
献
し
て
い
る
。
今
回
は

持
ち
帰
ろ
う
と
向
か
っ
た
飛

行
機
内
へ
の
荷
物
預
か
り

所
。
鞄
と
共
に
傘
を
預
け
た

私
に
「
傘
は
折
れ
る
可
能
性

が
高
い
で
す
が
よ
ろ
し
い
で

す
か
？
」
と
窓
口
の
女
性
。

揚
げ
足
を
取
る
つ
も
り
は
な

�

�

�

い
が
、
折
れ
る
の
は
や
む
を

�

�

�

�

�

�

�

得
な
い
、
で
も
、
よ
ろ
し
く

�

�

�

は
な
い
。「
手
荷
物
の
方
が
良

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
？
」

と
尋
ね
る
と
「
あ
、
ま
あ
、

そ
う
で
す
ね
」
と
イ
マ
イ
チ

な
反
応
。
や
は
り
ビ
ニ
ー
ル

傘
は
「
使
い
捨
て
」
の
イ
メ

ー
ジ
か
。

「
環
境
」を
テ
ー
マ
に
Ｇ
８

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
た
。
資
源
も
い
つ

か
は
底
を
突
く
。
地
球
ま
る

ご
と「
使
い
捨
て
」に
し
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
、考
え
直
さ

な
け
れ
ば
。
（
越
智

朱
美
）

メ
グ
ミ
ル
ク
―
大
和
倉
庫
分
会

労
使
紛
争
の
解
決
訴
え
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